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哲
學
研
究
　
第
九
十
九
號

カ
　
ン
　
ト

㌦

の
目
的
論

田

邊
三
〇

兀

叩

『
純
輝
理
性
批
割
』
（
第
一
版
一
七
八
一
年
）
の
確
立
し
た
認
識
の
醤
象
界
は
自
然
で
あ
る
。
其
慮

に
は
機
械
的
因
果
の
必
然
が
支
配
す
る
。
『
實
践
理
性
批
判
』
二
七
入
八
年
）
に
由
っ
て
其
墓
礎
が

明
に
せ
ら
れ
た
、
意
志
の
饗
象
界
は
滋
徳
で
あ
る
。
其
慮
に
は
鰹
鳥
が
支
配
す
る
。
三
門
ご
道
徳
、

必
然
ご
自
由
．
此
爾
界
は
嚴
に
峻
別
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
由
っ
て
、
夫
々
濁
特
の
領
域
を
確
保
し
、
古
き

形
而
上
學
の
陥
る
二
律
背
反
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
。
併
し
な
が
ら
二
っ
て
考
へ
る
ビ
、
　
認
識
も

意
志
も
共
に
圭
槻
ε
し
て
の
人
間
精
淋
に
算
す
る
も
の
で
あ
り
、
客
親
の
側
に
於
て
遣
徳
が
丙
容

あ
る
現
實
ご
し
て
成
立
す
る
爲
め
に
は
、
何
等
か
の
意
昧
に
於
て
良
然
を
灘
…
じ
て
實
現
せ
ら
れ
る

外
な
い
こ
す
れ
ば
、
記
念
の
結
合
統
一
が
如
何
に
し
て
可
能
な
る
か
は
必
然
に
起
る
問
題
で
な
け

れ
ば
な
ら
澱
。
批
判
濁
点
が
一
の
騰
系
ご
し
て
完
成
せ
ら
れ
る
鴬
め
に
は
、
此
問
題
に
答
へ
て
、
必

然
ご
油
鼠
こ
の
結
合
を
な
し
、
必
然
に
し
て
、
而
も
、
宛
も
自
由
の
所
産
な
る
か
の
如
く
、
自
ら
目
的
に
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適
ふ
ご
い
ふ
意
味
に
於
て
の
合
目
的
性
の
受
忍
を
明
に
す
る
部
門
こ
し
て
の
目
的
論
が
要
求
せ

ら
れ
る
。
此
要
求
に
恋
す
る
も
の
が
一
七
九
〇
年
の
『
鋼
断
力
批
判
』
で
あ
る
二
ε
は
今
改
め
て

言
ふ
を
挨
た
な
い
。
此
所
謂
第
三
批
到
が
カ
ン
ト
の
世
界
観
を
統
一
完
成
す
る
批
亡
子
學
膿
系

の
冠
冤
と
し
て
、
カ
ン
ト
直
後
の
ロ
マ
ソ
テ
イ
ク
哲
學
に
も
、
現
代
の
理
想
主
義
哲
學
に
も
大
な
る

影
郷
賢
を
｛
興
へ
た
こ
ε
は
偶
畑
然
で
な
い
。

　
カ
ン
ト
は
一
七
入
七
年
七
月
シ
ュ
ッ
ツ
に
興
へ
た
書
翰
に
於
て
、
弓
實
践
理
性
批
判
』
の
原
稿
の

完
成
を
報
ず
る
傍
、
引
績
き
学
食
批
到
原
論
に
着
手
せ
ん
こ
す
る
意
饗
を
告
げ
（
穴
・
・
暮
。
。
ぞ
。
汗
Φ
」
”
誘
⑳
璽

タ
∩
p
鴇
舛
。
鉾
｝
×
・
ω
．
ω
い
り
）
、
樹
同
年
十
二
月
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
に
逡
つ
た
書
翰
に
於
て
は
、
當
時
已
に
趣

昧
批
鋼
の
業
に
從
ひ
、
出
際
今
ま
で
に
登
質
し
た
の
ε
は
異
る
所
の
他
の
種
類
の
先
験
原
理
を
登

見
し
た
匠
を
報
じ
て
居
る
、
（
国
σ
窪
銘
し
。
．
ω
奮
）
。
即
ち
認
識
、
域
情
意
志
な
る
三
つ
の
心
的
能
力
中
、
已

に
純
粋
理
牲
．
二
選
理
性
爾
…
批
割
に
於
て
そ
の
先
験
原
理
を
登
書
し
π
第
一
第
三
の
外
、
第
こ
の
快

不
快
の
威
情
に
干
し
て
も
．
嘗
て
之
を
不
可
能
ご
せ
る
に
拘
ら
す
、
今
や
そ
の
先
験
原
理
を
登
見
す

み
邑
を
得
て
、
之
に
由
り
理
論
哲
學
、
實
賢
哲
學
の
外
に
目
的
論
（
日
。
冨
。
δ
σ
q
剛
①
）
を
加
へ
、
哲
學
の
三
部
門

が
完
成
す
る
ご
云
っ
て
居
る
。
是
に
二
っ
て
槻
る
ご
、
刀
ン
ト
が
初
め
第
三
幾
鋼
ε
し
て
企
圖
し

た
物
は
趣
味
の
批
鋼
で
あ
っ
て
、
そ
の
關
は
る
所
の
心
的
能
力
は
快
不
快
の
卑
情
で
あ
り
、
そ
の
批
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暫
學
研
究
　
第
九
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

鋼
に
由
り
目
的
論
が
成
立
す
る
Σ
に
な
る
筈
で
あ
っ
た
。
　
シ
ュ
ラ
ソ
プ
の
精
細
な
る
研
究
に
櫨
…

れ
ば
、
カ
ン
ト
は
前
帝
好
期
か
ら
夙
に
美
的
趣
味
の
分
析
を
試
み
、
英
猫
諸
手
者
の
影
響
の
下
に
種

々
な
る
思
想
を
譜
異
義
に
漁
運
べ
た
こ
ご
が
あ
る
ビ
い
ふ
（
ω
〇
三
ρ
℃
℃
M
内
費
9
ω
b
O
ン
お
く
O
B
Ω
Φ
鼠
O
戸
α
・
国
亭

必
至
§
㎎
9
丙
略
儀
．
¢
・
ψ
ω
o
ω
1
い
・
。
。
。
）
。
美
的
鯨
帯
を
戚
畳
的
快
感
ご
逼
別
す
る
こ
ご
は
早
く
か
ら
知

っ
て
居
た
が
、
｝
七
七
五
年
以
後
は
之
を
心
意
の
調
和
的
（
N
綴
δ
。
】
§
密
ψ
お
合
馬
的
的
）
な
る
活
動
に
騰

し
，
そ
の
判
断
を
論
理
的
離
断
の
比
論
に
於
て
考
へ
、
後
に
『
剣
断
方
批
判
』
に
於
て
美
を
旦
黒
質
、
開
係
、

態
様
の
四
つ
の
覗
黙
か
ら
規
定
す
る
思
想
の
萌
芽
を
示
し
て
居
た
。
唯
そ
の
普
遍
妥
當
性
に
覇

し
て
は
、
或
は
そ
の
先
験
原
理
を
求
め
て
之
を
下
面
の
直
槻
形
式
が
人
間
精
憩
に
固
有
な
る
こ
ご

に
画
し
、
或
は
又
軍
に
経
験
的
に
其
根
面
を
人
間
の
魁
交
性
に
求
む
る
等
、
趣
謡
言
断
の
客
掘
的
主

観
的
爾
幽
門
の
間
に
動
癖
す
る
こ
ご
を
免
れ
な
か
っ
た
。
『
純
粋
理
性
批
割
』
第
二
版
に
於
て
も
先

験
戚
畳
論
の
附
註
に
は
、
第
一
版
の
同
じ
箇
所
に
於
け
る
程
直
戴
断
定
的
で
は
な
い
ど
し
て
も
、
猫

美
的
判
断
の
経
験
性
を
主
張
し
て
、
そ
れ
に
先
験
原
理
を
否
定
し
て
居
る
（
内
さ
9
騰
・
＜
し
H
・
》
甦
・
ω
・

ω
い
）
。
然
る
に
其
後
天
才
論
の
研
∵
究
は
カ
ン
ト
に
、
意
圖
な
く
し
て
宮
ら
調
和
的
な
る
心
意
の
活
動

を
爲
さ
し
む
る
趣
味
の
範
型
を
登
見
せ
し
め
、
概
念
に
由
ら
す
し
て
而
も
先
験
的
な
る
規
準
に
從

ふ
意
識
の
純
増
な
る
作
用
こ
し
て
の
並
圓
遍
妥
骨
質
戚
情
詳
便
の
領
域
を
確
立
せ
し
め
た
。
　
一
方
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に
書
誌
力
の
肖
愚
な
る
表
象
形
成
の
作
用
ご
、
他
方
に
そ
れ
が
妄
に
不
出
放
縦
に
奔
る
事
を
妨
げ

る
制
限
定
立
の
能
カ
一
般
こ
し
て
の
悟
性
の
作
用
ご
が
調
和
的
に
結
合
せ
ら
れ
、
憲
識
の
作
用
の

純
粋
に
自
由
な
る
調
和
的
結
合
こ
し
て
の
形
式
的
合
目
的
性
が
、
其
機
な
意
識
の
先
験
的
合
法
性

に
基
く
普
遍
要
當
性
を
有
す
る
快
戚
こ
し
て
意
識
せ
ら
れ
る
所
に
美
的
趣
昧
盲
断
が
成
立
つ
。

カ
ン
ト
は
此
楼
な
戚
情
の
普
遍
姜
八
議
を
基
礎
附
け
る
、
美
的
趣
味
判
断
の
先
験
原
理
を
明
に
す

る
批
判
哲
學
の
部
門
を
目
的
論
ご
欝
し
、
之
に
由
っ
て
理
論
哲
學
ご
實
践
哲
學
ε
が
媒
介
せ
ら
れ

て
、
心
意
の
三
能
力
に
癒
す
る
油
壷
黒
石
の
三
部
門
が
完
備
す
る
置
考
へ
た
の
で
あ
る
。
調
和
ε

し
て
の
合
目
的
性
は
目
的
無
き
合
目
的
性
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
必
然
の
五
八
に
於
け
る
自

由
の
實
現
ご
為
る
こ
ご
が
毘
誤
る
で
あ
ら
う
。
此
意
味
に
於
て
美
の
領
域
、
趣
味
鋼
断
、
普
逼
要
當

的
野
惜
の
豊
象
界
は
己
に
必
然
ご
膚
寓
ご
の
結
合
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
も
勇
烈
る
。
然
る
に
カ

ン
ト
は
斯
か
る
内
容
を
有
す
る
も
の
こ
し
て
の
彼
の
所
謂
『
趣
味
鏡
剣
』
な
る
第
三
批
剣
を
、
前
違

ラ
イ
ン
ボ
ル
ト
へ
の
書
翰
に
於
て
、
翌
一
七
心
入
年
復
活
祭
の
頃
に
は
已
に
脱
稿
す
べ
き
こ
ご
を

豫
若
し
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
上
る
、
こ
と
二
年
の
一
七
九
〇
年
に
至
っ
て
始
め
て
世
に
公
に
し
．
そ

の
名
麓
も
『
趣
味
批
鋼
』
で
な
く
今
日
見
る
如
き
『
鋼
断
力
批
鋼
』
ご
呼
ん
だ
。
抑
も
此
邊
延
と
獲

更
ε
は
何
に
囚
由
し
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
員
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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皆
學
硯
究
　
策
九
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
カ
ン
ト
、
は
『
純
粋
理
性
鏡
帯
』
先
験
辮
讃
論
の
附
録
に
於
て
純
粋
理
性
の
理
念
の
統
罰
的
使
用

を
論
じ
、
無
欄
約
者
を
意
味
す
る
遡
念
は
そ
れ
に
饗
癒
す
る
勢
象
を
経
験
界
に
援
見
す
る
こ
ご
は

出
藍
な
い
が
、
可
能
的
経
験
の
範
團
を
超
え
て
斯
か
る
樹
象
の
超
戚
畳
的
存
在
を
圭
頭
す
る
こ
ご

に
よ
り
理
念
の
捲
成
的
使
用
を
主
張
す
る
燭
蜥
的
形
而
上
學
に
隔
る
こ
ご
を
避
け
つ
、
、
唯
悟
性

の
使
用
に
鋤
し
方
向
を
指
示
し
、
そ
の
活
動
を
統
制
し
て
そ
の
成
果
こ
し
て
の
経
験
に
秩
序
を
與

へ
る
も
の
こ
し
て
、
間
接
に
可
能
的
経
験
に
幽
す
る
理
念
の
残
在
的
使
用
の
可
能
な
る
こ
ご
、
否
此

理
念
の
統
鋼
を
失
ふ
な
ら
ば
、
悟
性
の
範
疇
ご
原
理
ご
に
由
り
経
験
一
般
は
可
能
な
る
も
、
そ
れ
が

統
一
的
秩
序
あ
る
膿
系
を
形
造
る
こ
ご
は
出
來
ぬ
こ
ご
を
説
い
た
。
（
零
．
血
k
〈
」
團
・
〉
島
・
o
。
’
曾
0
3

自
然
が
唯
そ
の
形
式
上
悟
性
の
先
験
原
理
に
從
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
全
然
異
質
酌
な
る
法
則
の

集
團
に
止
ま
ら
す
し
て
、
内
容
上
特
殊
的
な
る
も
の
よ
り
漸
次
に
普
遍
的
な
る
も
の
へ
と
秩
序
あ

る
系
統
を
形
造
り
、
同
質
的
な
る
も
の
の
即
題
的
殊
瀦
ビ
し
て
全
内
容
が
…
の
統
一
を
形
成
す
る

の
は
、
全
く
理
性
が
良
然
の
内
容
に
野
し
て
特
殊
化
の
先
験
的
原
理
を
掲
げ
る
が
爲
め
に
外
な
ら

な
い
。
悟
性
は
此
理
念
の
統
制
的
規
律
に
從
っ
て
経
験
の
構
成
を
な
す
こ
ご
に
よ
り
、
そ
の
封
象

ε
し
て
の
自
然
が
右
の
如
き
統
一
禮
系
を
成
す
こ
ご
が
出
身
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
自
然
の
認

識
に
於
て
、
形
式
論
理
の
概
念
講
成
に
從
ひ
種
よ
り
類
に
概
括
を
逡
め
露
納
法
を
適
用
し
て
漸
次
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一
般
的
な
る
経
験
的
法
域
を
登
見
す
る
こ
ε
が
出
來
る
の
は
、
肖
然
が
斯
か
る
理
念
の
統
制
に
從

ふ
も
の
ε
し
て
構
戊
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
自
然
は
理
念
の
内
在
に
霞
っ

て
、
我
々
の
認
識
能
力
に
齢
し
理
解
し
易
き
や
う
に
組
織
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
ε
考
へ
る

こ
ご
が
、
我
々
の
先
験
的
な
る
要
求
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
が
意
圖
な
く
し
て
認
識
能
力
に
適
癒

す
る
如
き
合
目
的
性
を
示
す
も
の
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
識
○
即
ち
こ
れ
も
亦
一
の
形
式
的
含

目
的
性
で
あ
る
。
形
式
的
ご
は
其
合
目
的
性
が
貝
母
そ
の
も
の
に
係
る
の
で
な
く
し
「
て
、
醤
象
の

統
一
を
成
す
意
識
の
作
用
に
遇
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。
唯
此
自
然
の
先
験
的
形
式
的
合
目
的

性
が
論
理
的
合
昌
的
性
ε
し
て
、
已
述
の
美
的
形
式
的
合
目
的
性
ご
異
る
所
は
、
そ
れ
が
後
者
の
全

然
純
粋
な
る
作
用
の
結
合
こ
し
て
何
等
概
念
的
な
る
論
理
鮒
原
理
を
含
ま
ざ
る
戚
情
評
償
な
る

に
劃
し
、
認
識
封
象
構
成
の
論
理
的
統
一
に
團
質
し
て
、
概
念
的
規
定
を
含
む
こ
ご
で
あ
る
。
師
ち

前
者
に
於
て
は
『
悟
性
は
輩
に
双
峰
力
に
由
っ
て
呼
び
醒
ま
さ
れ
、
概
念
な
し
に
構
想
力
を
規
期

正
し
く
活
ら
か
せ
る
』
圭
競
的
作
用
の
法
則
性
一
般
．
を
意
味
す
る
に
止
ま
る
け
れ
ご
も
（
囚
磐
（
ピ

9
＜
○
疑
鼠
巽
。
。
》
霧
σ
q
菩
ρ
ω
し
禽
）
、
後
者
に
於
て
は
實
際
に
直
槻
的
内
容
を
構
想
力
の
圖
式
の
媒
介

に
財
わ
．
客
掘
的
鞍
褥
ご
し
て
概
念
的
に
構
成
す
る
能
力
こ
し
て
悟
性
が
は
た
ら
く
こ
ご
を
異
に

す
る
。
而
も
爾
者
共
に
主
導
に
封
ず
る
形
式
的
合
目
的
性
た
る
こ
ご
は
一
つ
で
あ
る
。
已
に
第

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
目
酌
論
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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哲
學
研
究
　
第
九
工
T
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

一
批
鋼
に
於
て
宮
然
特
殊
化
の
理
性
的
先
験
原
理
を
提
唱
し
だ
カ
ン
ト
は
，
今
や
そ
れ
に
含
ま
る

、
形
式
的
合
目
的
性
の
問
題
を
、
美
に
於
け
る
圭
槻
的
形
式
的
合
目
的
性
の
問
題
に
結
合
し
，
合
目

的
性
を
美
的
論
理
的
の
南
面
に
亘
っ
て
墓
礎
附
け
し
や
う
ご
す
る
の
が
翌
翌
の
事
で
あ
る
。
然

ら
ば
美
の
合
属
的
性
に
係
は
る
趣
味
明
断
に
興
し
、
自
然
の
論
埋
野
合
躍
的
性
を
成
立
せ
し
む
る

精
騨
能
力
は
何
で
あ
ら
う
か
。
　
一
般
に
形
式
的
合
目
酌
性
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
と
し
て
、
之
ご

趣
味
鋼
断
の
能
カ
ビ
を
包
括
す
る
一
般
的
能
力
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
寅
然
は
縷
験

的
認
識
の
醤
象
ε
し
て
、
悟
性
の
先
験
概
念
た
る
範
疇
が
、
時
間
の
先
験
的
圖
式
を
媒
介
こ
し
て
直

槻
の
雑
多
を
包
饗
し
、
之
に
概
念
的
形
成
を
輿
へ
る
ご
同
時
に
、
そ
の
普
遍
が
颪
観
の
特
殊
に
由
っ

て
限
定
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
由
）
成
立
す
る
○
こ
の
特
殊
を
普
遍
に
包
搬
…
す
る
作
用
は
、
『
規
則
の

下
に
包
癒
す
る
能
力
』
ε
し
て
の
割
噺
ヵ
に
早
し
（
｝
〈
一
．
。
島
●
鱒
・
．
ノ
さ
回
H
㌧
r
二
自
．
ω
●
H
醤
同
）
而
し
て
此
際

特
殊
に
由
っ
て
普
遍
が
限
定
せ
ら
れ
る
所
か
ら
特
に
そ
れ
は
限
定
的
剣
聖
力
の
作
用
ε
い
は
れ
．

る
（
魏
ρ
3
鮮
．
ω
8
塑
電
器
お
凶
・
9
囚
騰
」
・
d
曹
9
ω
絡
食
．
ω
諺
霧
σ
q
●
O
Q
・
お
い
）
o
然
る
に
斯
く
し
て
限
定
的
劉

断
力
が
維
駿
的
認
識
の
封
事
こ
し
て
成
立
せ
し
め
た
自
然
を
、
更
に
形
式
論
理
的
加
工
の
立
場
か

ら
，
漸
次
普
遍
的
な
る
経
験
的
法
則
の
系
統
に
紐
織
す
る
の
は
、
前
の
場
合
の
如
く
先
験
的
に
輿
へ

ら
れ
だ
る
普
遍
を
興
ハ
、
ら
れ
た
る
特
殊
に
歯
っ
て
限
定
す
る
の
で
な
く
、
軍
に
特
殊
の
み
與
へ
ら
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れ
た
る
場
合
に
、
普
遍
を
求
め
て
前
者
を
後
者
に
包
癒
せ
ん
芯
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
『
一

か
月
特
殊
を
普
遍
の
下
に
包
含
せ
ら
る
、
も
の
ご
し
て
思
惟
す
る
能
力
』
（
窪
川
』
’
9
一
q
●
Q
Q
弓
H
い
）
た
る

判
断
力
に
属
す
る
け
れ
ざ
も
、
併
し
そ
れ
は
限
定
的
で
な
く
し
て
、
『
唯
特
殊
の
み
與
へ
ら
れ
、
そ
れ

に
甥
し
て
普
遍
を
獲
画
す
べ
き
』
（
国
σ
o
【
益
9
）
も
の
ご
し
て
反
省
的
妄
断
ご
総
せ
ら
れ
る
○
経
験
そ

の
も
の
は
限
定
撫
斬
断
に
由
っ
て
成
立
3
．
る
が
、
経
験
の
概
括
的
加
工
組
織
は
反
省
面
割
断
に
由

る
の
で
あ
る
○
齊
然
の
形
式
的
合
属
的
性
は
此
反
省
的
劃
漸
力
に
心
す
る
先
験
原
理
に
外
な
ら

な
い
。
劔
美
的
趣
昧
判
断
に
於
て
も
、
勿
論
そ
れ
は
凡
て
の
論
理
的
概
念
を
排
す
る
も
の
で
あ
る

け
れ
ざ
も
，
而
も
猫
構
想
力
の
形
成
す
る
表
象
の
特
殊
が
、
そ
の
形
成
作
用
の
合
法
的
統
一
一
般
ご

し
て
の
悟
性
に
調
和
的
に
結
合
し
、
規
準
一
般
に
從
ふ
も
の
ご
し
て
、
不
定
の
普
遍
に
包
搬
…
せ
ら
れ

る
ご
観
る
こ
ご
が
出
方
る
○
師
ち
其
意
味
に
於
て
美
的
趣
昧
三
吉
も
亦
反
省
汚
毒
翻
の
一
種
ご

認
め
ら
れ
る
。
人
間
心
意
の
三
能
力
中
認
識
は
悟
性
に
よ
り
、
意
志
は
理
性
に
由
っ
て
そ
の
先
験

的
根
糠
を
獲
得
す
る
こ
ご
を
知
っ
た
カ
ン
ト
は
、
戚
情
の
先
験
性
が
悟
性
ご
理
性
ご
を
除
い
て
残

る
所
の
第
三
の
認
識
能
力
た
る
鋼
漸
力
に
由
冒
す
る
事
を
、
そ
の
総
濠
的
考
試
に
歯
っ
て
豫
め
推

測
し
得
た
で
あ
ら
う
。
今
や
反
省
的
鋼
漸
の
概
念
は
美
的
形
式
的
合
目
的
性
ご
論
理
的
形
式
的

合
目
的
性
こ
の
爾
方
に
閥
は
る
一
般
概
念
こ
し
て
確
立
せ
ら
れ
π
。
病
的
論
は
蕾
に
美
的
趣
味

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
目
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
學
研
究
策
九
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入

の
批
勃
の
み
な
ら
す
、
論
理
的
合
目
的
性
を
も
考
慮
し
、
一
般
に
反
省
酌
毒
断
力
の
批
制
ε
し
て
の

『
鋼
断
力
批
鋼
』
こ
し
て
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
譲
。
論
究
の
蟹
走
の
嬢
張
ε
問
題
の
一
般
化
ε

が
、
此
第
三
幾
剣
の
完
成
を
邊
延
せ
し
め
、
名
羅
の
墾
更
を
來
さ
し
め
た
こ
ご
は
蓋
し
滋
藤
こ
い
ふ

べ
き
で
あ
ら
う
。

　
カ
ン
ト
は
一
七
入
入
管
雑
誌
8
0
暮
ω
o
曲
目
2
寓
。
延
く
霞
に
載
せ
だ
Q
ぴ
霧
〔
囲
島
O
。
ぴ
養
9
7
汀
凶
。
o
δ
σ
q
ぎ
同
ぢ
戦
勺
き
ゲ

誌
筥
。
簿
ぎ
山
巽
勺
回
並
。
・
。
o
℃
三
。
の
小
論
文
に
於
て
、
彼
が
嚢
に
（
一
七
八
五
年
）
切
9
貯
興
窓
窪
誉
ω
o
訂
§
に
掲

げ
た
守
経
髪
b
§
④
価
。
巴
山
。
σ
q
胤
溶
昏
2
嵩
。
蕊
。
回
流
田
霧
ω
。
の
論
文
に
封
ず
る
フ
ナ
ル
ス
タ
ー
0
8
頑
腎
。
轟
2

の
非
難
に
答
へ
て
、
生
物
殊
に
入
類
の
自
然
更
に
關
す
る
研
究
に
於
て
は
、
機
械
的
因
果
に
由
る
説

明
の
限
界
あ
る
こ
ご
、
之
を
補
ふ
金
め
に
有
機
腱
を
昌
約
手
段
の
交
互
閣
係
に
曾
て
統
コ
せ
ら
れ

た
も
の
ご
掘
る
翼
的
論
的
見
地
の
亡
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。
此
身
に
我
々
は
前

述
の
自
然
全
膿
の
認
識
能
力
に
凱
す
る
形
式
的
合
目
的
性
ご
異
り
、
自
然
物
が
そ
の
各
部
分
は
相

互
に
相
依
う
て
全
農
を
成
す
ε
同
時
に
、
全
面
の
概
念
が
又
各
部
分
の
形
式
ご
結
合
ど
を
制
約
す

る
も
の
ご
し
て
、
同
時
に
結
果
で
あ
る
と
共
に
原
因
な
る
所
講
資
然
属
薗
寓
霧
雲
N
！
く
。
。
厨
＾
を
形
成
す

る
内
面
・
的
合
目
的
性
を
現
し
て
居
る
の
に
澄
遇
す
る
。
昌
的
論
は
此
有
機
膿
の
實
質
的
内
面
的

合
目
的
性
を
明
に
す
る
爲
め
に
、
そ
れ
に
翻
す
る
鋼
断
力
の
批
剣
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
．
實
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質
的
ご
は
前
述
の
形
式
的
に
甥
七
、
合
目
的
性
が
主
観
の
意
識
作
用
に
關
せ
す
し
て
醤
象
そ
の
も

の
に
賞
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。
有
機
瞠
の
認
識
に
は
、
そ
れ
が
部
分
の
機
械
的
因
果
閣
係
に
由

る
結
合
の
成
果
こ
し
て
自
然
産
物
三
p
聖
運
δ
曾
犀
で
あ
る
こ
い
ふ
規
定
の
孚
面
に
、
全
膿
の
組
織
に

謝
す
る
理
性
の
目
的
観
念
が
規
準
こ
し
て
そ
れ
に
結
合
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
反
省
的
劉

臨
池
は
此
場
合
に
な
、
悟
性
の
経
馬
丁
概
念
を
特
殊
ε
し
て
理
性
の
規
準
に
包
罎
す
る
Q
カ
ン
ト

は
此
實
質
的
客
掘
的
反
省
聖
断
を
特
に
形
式
的
圭
観
的
な
る
美
的
琴
弾
霧
穿
審
9
。
9
〔
亀
。
ご
庭

別
し
て
、
目
的
論
的
聖
断
冠
0
9
0
σ
q
圃
ω
o
げ
。
d
選
一
庁
ε
聡
し
た
。
さ
て
此
様
な
目
的
論
的
見
地
を
倹
っ

て
始
め
て
そ
の
早
智
ご
し
て
の
意
味
を
完
成
す
る
如
き
も
の
が
少
く
こ
も
或
種
類
資
然
界
に
存

在
す
る
ε
す
る
な
ら
ば
、
更
に
進
ん
で
自
然
全
膿
が
一
の
合
目
的
的
統
一
燈
系
を
形
造
る
、
と
な
き

か
否
か
は
次
い
で
彫
る
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
前
に
述
べ
だ
膚
然
の
形
式
的
合
目
的
性
は

認
識
主
概
に
…
樹
す
る
合
昌
的
性
で
あ
る
が
、
更
に
自
然
が
そ
れ
自
∵
身
に
於
て
實
質
的
な
る
合
目
的

性
を
有
し
な
、
M
で
あ
ら
う
か
Q
カ
ン
ト
は
そ
の
歴
史
哲
學
に
關
す
る
最
初
の
論
交
こ
い
ふ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
謬

一
七
八
四
年
の
聴
診
o
p
聾
ρ
貯
。
『
豊
σ
q
2
一
9
姦
剛
○
①
ω
。
三
。
節
⑦
凶
一
二
墨
東
お
。
島
。
冨
「
》
び
ω
立
塩
（
『
世
界
公
民
的
見

地
に
於
け
る
一
般
歴
吏
考
』
）
．
於
て
、
被
造
物
の
稟
性
は
凡
て
い
っ
か
は
完
全
に
調
和
的
に
開
登

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
人
聞
の
天
賦
も
そ
の
霞
然
的
駿
馬
が
ら
理
性
的
秩
序
へ
、
平
入
な
ら

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
q
的
弧
嗣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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暫
學
研
究
第
九
十
九
號
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
○

ぬ
人
類
の
登
展
に
於
て
完
全
に
開
溢
せ
ら
れ
る
の
が
自
然
の
意
圖
で
あ
り
、
そ
れ
が
歴
史
の
意
昧

で
あ
る
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。
幽
艶
交
に
簸
る
目
的
論
的
禽
然
概
は
果
し
て
批
鋼
哲
學
の
精
榊

に
矛
盾
す
る
形
而
上
學
で
な
い
か
ご
う
か
、
所
謂
『
良
然
の
意
圖
』
（
讃
仰
簿
ω
乏
。
毎
ρ
∩
㌍
臨
憎
。
臣
》
器
σ
q
p
σ
。
・

H
＜
●
G
Q
．
H
罵
が
語
ら
れ
得
る
ご
す
れ
ば
そ
れ
は
如
何
な
る
意
昧
に
於
て
や
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
は

目
的
論
こ
し
て
の
判
噺
力
批
判
の
重
要
な
る
，
否
着
局
的
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
何
こ
な

れ
ば
、
自
由
の
支
配
す
る
理
性
秩
序
が
、
滅
性
的
本
能
的
な
る
人
性
の
必
然
を
通
じ
て
實
現
せ
ら
れ

る
の
が
自
然
そ
の
も
の
の
意
圖
で
あ
る
ピ
い
ふ
こ
と
は
、
最
も
面
面
な
る
形
に
於
け
る
良
由
ご
必

然
、
古
徳
ビ
自
然
ご
の
結
合
ご
し
て
の
自
然
の
合
目
的
性
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト

は
右
の
論
文
に
後
る
、
こ
ε
二
年
、
一
七
入
⊥
ハ
年
の
冒
三
B
器
・
。
宮
冨
「
》
調
律
コ
σ
q
匹
興
竃
窪
ω
9
2
σ
q
霧
。
繧
。
プ
8

『
入
間
歴
史
の
臆
測
的
起
原
』
に
於
て
、
入
聞
歴
吏
の
憩
原
が
、
人
間
の
始
め
て
良
然
衝
動
に
背
き
、
本

能
の
支
配
を
脆
し
て
、
無
限
な
る
欲
望
に
取
捨
を
施
し
、
自
ら
そ
の
生
活
方
法
を
選
定
す
る
能
力
を

登
見
せ
る
所
に
存
す
る
こ
ε
を
述
べ
、
而
し
て
此
『
腸
管
の
登
展
』
（
臼
Φ
国
三
a
o
ε
§
σ
q
四
隅
・
臼
巳
搾
穿
ρ

（
§
駐
≦
爆
口
。
も
ω
ω
ゴ
・
9
，
。
・
を
ω
σ
q
g
・
・
同
く
し
。
．
い
お
）
こ
し
て
の
『
膚
由
の
褒
展
』
（
O
Q
●
ω
ミ
）
に
始
ま
る
人
間
歴
史

は
，
即
ち
『
自
由
の
歴
史
』
（
ψ
ω
ミ
）
に
外
な
ら
す
，
斯
か
る
滋
徳
的
膚
由
の
賓
現
を
使
命
こ
す
る
入
間

は
師
ち
『
自
然
の
目
的
』
（
ω
●
ω
ω
⇔
）
で
あ
っ
て
、
他
の
被
造
物
を
手
段
ご
し
て
利
用
す
る
権
利
を
本
來



595

享
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
説
い
て
居
る
Q
襲
に
『
超
然
の
意
圖
』
と
し
て
軍
に
自
然
が
追
及
す

る
目
的
ご
認
め
ら
れ
π
も
の
は
、
今
や
入
間
が
其
理
性
的
使
命
を
實
現
す
る
限
）
自
然
に
於
て
認

め
ら
れ
る
所
の
目
的
こ
な
っ
た
。
帥
ち
形
而
上
的
な
る
搬
理
で
な
く
し
て
、
滋
徳
的
主
禮
ご
し
て

の
人
間
の
見
地
か
ら
愚
筆
せ
ら
れ
る
自
然
全
膿
の
合
目
的
性
が
登
見
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
カ

ン
ト
は
之
に
特
別
の
名
識
を
與
へ
て
居
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
私
は
後
に
述
べ
る
理
由
に
由
っ
て

之
を
自
著
的
合
目
的
性
ご
呼
び
た
い
ご
思
ふ
。
こ
れ
が
慮
然
全
禮
に
關
は
る
欝
由
ご
必
然
ご
の

具
膿
的
な
る
結
合
ご
し
て
の
合
目
的
性
で
あ
っ
て
．
冒
的
論
の
完
結
を
成
就
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『
鋼
断
力
風
雲
』
は
今
述
べ
た
や
う
な
遽
徳
的
目
的
論
の
思
想
を
登
平
し
て
、
之
を
そ
の
結
尾
ε
し

て
居
る
。

今
ま
で
述
べ
た
所
に
由
っ
て
略
推
測
せ
ら
れ
る
如
く
、
カ
ン
ト
が
『
由
仁
力
批
判
』
に
於
て
論
じ
た

目
的
論
は
■
そ
の
歴
史
的
由
來
に
從
て
…
幾
つ
か
の
部
分
を
含
み
、
夫
々
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
合
目
的

性
は
各
そ
の
意
昧
を
異
に
し
．
そ
れ
等
に
關
は
る
所
の
心
意
の
能
力
、
反
省
縞
鋼
断
力
の
作
用
も
夫

々
の
場
合
に
於
て
必
ず
し
も
一
機
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。
斯
標
に
も
こ
一
の
中
心

か
ら
登
展
せ
ら
れ
だ
の
で
な
く
、
濁
立
の
歴
史
的
登
達
を
な
し
だ
部
分
を
後
に
集
成
し
て
出
來
た

も
の
ご
推
定
せ
ら
れ
る
第
三
批
剣
の
全
禮
は
、
果
し
て
充
分
に
内
面
的
統
一
を
保
ち
、
一
系
の
目
的

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
鼠
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

論
を
構
成
し
て
居
る
ご
見
倣
さ
れ
る
か
。
此
四
刻
の
史
酌
解
説
を
與
ふ
る
も
の
も
そ
の
重
き
を

置
く
所
を
異
に
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
翼
に
累
算
せ
る
意
昧
に
於
て
矯
的
論
の
中
核
を
な
す
ご
い

ふ
べ
き
は
何
れ
の
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
は
如
何
な
る
根
糠
に
由
っ
て
基
礎
附
け
せ
ら
れ
る
か
。
私

は
次
に
此
問
題
を
順
次
に
考
へ
て
見
た
い
ご
思
ふ
。

二

　
美
が
玉
盃
の
構
成
に
係
は
る
こ
ご
な
き
純
粋
に
圭
観
的
な
る
戚
情
に
て
あ
り
な
が
ら
、
而
も
普

遍
要
器
性
を
要
求
す
る
こ
ご
が
帯
芯
る
の
は
、
表
象
の
先
験
的
直
凱
能
力
こ
し
て
の
構
想
力
を
、
概

念
の
能
力
一
般
ご
し
て
の
悟
性
に
關
濡
せ
し
め
、
前
者
の
形
成
す
る
表
象
の
形
式
を
（
特
殊
こ
し
て
）

後
者
の
含
む
法
刷
一
般
へ
不
定
な
る
普
遍
こ
し
て
の
）
に
包
毒
す
る
反
省
的
磁
器
力
の
先
験
性
に
由

慰
す
る
。
此
二
つ
の
能
力
の
作
用
の
お
の
つ
か
ら
な
る
調
和
的
結
合
に
よ
も
快
戚
が
惹
剋
せ
ら

れ
、
表
象
が
窃
然
に
反
省
二
二
断
力
に
議
し
合
昌
的
的
な
る
こ
ご
を
、
そ
れ
が
美
で
あ
る
こ
い
ふ
の

で
あ
る
（
丙
P
儀
d
●
も
Q
。
い
＼
）
。
是
に
由
っ
て
穿
る
ご
美
戚
に
於
て
は
た
ら
く
反
省
的
同
断
力
の
作
用
．

は
、
一
方
に
於
て
寄
宮
の
客
思
的
定
立
構
成
に
拘
る
こ
ご
な
き
難
山
な
る
構
想
力
の
形
成
作
用
ε
、

他
方
に
於
て
は
そ
れ
が
不
定
混
沌
に
照
る
事
を
妨
ぐ
る
認
単
な
る
限
定
作
用
そ
の
も
の
』
9
2
．
ω
。
帥
、
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N
巷
σ
q
。
。
。
置
8
揺
げ
貯
（
9
。
・
ω
悼
，
Φ
「
“
室
該
H
医
⑦
げ
g
§
鳥
囲
。
穿
。
曹
も
Q
●
ω
鴇
）
ε
し
て
の
悟
性
の
作
用
ご
を
結
合
す
る

高
次
の
作
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
彪
に
於
て
は
與
へ
ら
れ
た
直
概
が
特
定
の
悟
性
概
念
に

包
焼
…
せ
ら
れ
て
論
理
的
構
成
を
受
け
、
後
者
が
前
者
に
由
っ
て
特
殊
化
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
（
こ
れ

は
限
定
的
鋼
断
力
の
作
用
に
聴
す
る
、
）
直
槻
ご
悟
性
ご
が
何
れ
も
作
用
そ
の
も
の
ビ
し
て
結
合
ぜ

ら
れ
、
そ
の
調
和
に
由
っ
て
爾
風
霜
促
し
て
章
々
そ
の
作
用
を
活
液
に
し
、
心
意
の
全
膿
帥
ち
所
謂

生
命
威
を
促
進
す
る
。
そ
れ
が
美
戚
ご
し
鐙
」
意
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
故
美
威
は
軍
な
る

作
用
ご
作
用
と
の
直
接
な
る
結
合
ご
し
て
の
高
次
の
作
用
た
る
反
省
型
鋼
断
力
に
基
き
．
心
意
の

全
史
的
活
動
に
属
す
る
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。
併
し
な
が
ら
そ
れ
は
七
一
ま
で
騰
馬
的
で

あ
っ
て
軍
に
表
象
の
形
式
に
關
し
、
全
く
麹
象
の
構
成
に
瀾
は
る
こ
ご
が
無
い
。
　
カ
ン
ト
が
之
を

器
ω
讐
①
辞
鼻
ご
愛
し
て
客
槻
的
な
、
る
箆
8
回
。
σ
q
噛
ω
畠
ご
告
別
し
た
の
も
渾
然
で
あ
る
。
そ
の
合
目
的

性
は
置
・
に
表
象
の
形
成
に
於
げ
る
主
脚
の
意
識
活
動
の
調
和
的
自
足
的
な
る
統
一
・
に
成
立
し
、
欝

象
の
實
在
性
に
關
は
り
な
く
、
所
謂
遊
戯
の
鋼
象
界
こ
し
て
の
假
象
に
隠
す
る
。
從
っ
て
古
來
因

果
性
ご
醤
凝
せ
し
め
ら
れ
、
實
在
界
の
零
墨
こ
し
℃
之
ご
権
限
を
雫
ふ
合
目
的
性
に
は
直
接
關
係

が
無
い
。
必
然
ご
日
量
、
窟
然
ご
思
懸
ご
の
甥
立
は
号
鐘
的
に
美
の
合
目
的
性
に
は
含
ま
れ
な
い
。

勿
論
此
甥
立
に
現
れ
る
原
理
の
能
力
が
お
の
つ
か
ら
相
調
和
し
て
、
直
接
な
る
作
用
の
結
合
を
な

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
臼
的
弘
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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四
四

す
ε
い
ふ
百
方
に
於
て
、
美
を
此
樹
立
の
雪
ω
附
。
げ
な
る
結
合
ご
い
ふ
こ
ざ
も
毘
來
る
で
あ
ら
う
。

併
し
そ
れ
は
一
度
樹
立
を
慮
訂
し
て
、
更
に
之
を
止
揚
し
た
具
騰
的
の
舞
舞
α
期
搾
ω
箆
μ
な
る
結
合

こ
い
ふ
こ
ご
は
忠
來
澱
。
臼
的
論
を
實
在
的
な
る
醤
象
の
規
定
に
團
は
る
も
の
と
し
て
，
必
然
ご

自
由
こ
の
具
膿
的
な
る
調
和
，
趨
然
ご
溢
徳
ご
の
現
實
的
な
る
結
合
に
漏
す
る
も
の
こ
す
る
限
）
、

美
の
合
目
的
性
は
暫
く
考
慮
の
外
に
置
く
の
が
優
雅
で
あ
ら
う
。
カ
ッ
ト
の
最
初
の
計
書
で
は

目
的
論
の
中
心
、
否
全
部
を
占
め
る
筈
で
あ
っ
だ
美
的
合
目
的
性
が
、
却
て
後
に
は
爲
的
論
の
中
心

か
ら
す
ら
さ
れ
、
狭
義
の
匿
的
論
の
内
容
ご
匿
別
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
。

　
然
ら
ば
美
ε
並
ん
で
、
良
然
の
主
槻
に
封
ず
る
形
式
的
合
目
的
性
ご
認
め
ら
れ
る
論
理
的
形
式

的
合
目
的
性
は
、
目
的
論
に
於
て
如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
か
。
こ
の
所
謂
『
唐
然
の
理
解
し
易

さ
』
男
霧
ω
浮
華
。
謬
α
三
門
象
戸
鑑
は
前
飾
に
述
べ
だ
如
く
、
巳
に
第
「
批
鋼
に
於
て
葛
巻
特
殊
化
の
原
理
ご

し
て
掲
げ
ら
れ
た
理
性
の
要
求
に
外
な
ら
澱
。
抽
も
自
然
の
可
認
識
性
は
悟
性
の
先
験
概
念
ε

そ
の
原
理
ご
に
由
っ
て
二
上
附
け
ら
れ
て
居
る
。
併
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
で
は
経
験
が
内
容
上
．

同
質
的
な
る
も
の
の
連
績
省
筆
別
こ
し
て
、
漸
次
特
殊
よ
り
普
遍
に
進
む
経
験
的
法
則
の
禮
系
ご

し
て
成
立
す
る
ご
い
ふ
こ
ε
は
保
謹
せ
ら
れ
な
い
。
齢
納
法
を
適
用
し
て
、
種
か
ら
類
へ
ご
進
む

概
念
的
法
則
の
系
統
に
、
予
選
の
認
識
を
組
織
す
る
こ
ご
が
出
來
る
の
は
、
自
然
が
認
識
能
力
に
封



Dr99

し
て
合
目
的
的
に
特
殊
化
せ
ら
れ
て
居
る
ビ
い
ふ
豫
想
の
下
に
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
ミ
ル

が
加
納
法
の
根
組
ビ
し
て
掲
げ
た
『
自
然
の
齊
こ
は
、
已
に
カ
ン
ト
に
歯
っ
て
反
省
的
劃
噺
力
の

先
験
原
理
ご
し
て
の
『
二
黒
特
殊
化
』
の
原
理
の
名
の
下
に
提
唱
せ
ら
れ
た
繹
で
あ
る
。
是
に
歯

っ
て
焦
る
ご
、
爵
然
の
形
式
酌
合
目
的
性
は
無
期
科
學
こ
し
て
の
肖
然
科
學
の
方
法
論
的
要
講
ご
・

い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
仁
義
の
認
識
論
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
著
し
因
果
の
原

理
を
艶
然
の
構
成
的
原
理
ご
す
る
な
ら
ば
、
無
腰
貝
的
性
の
原
理
は
霞
然
の
方
法
論
的
原
理
ご
云

っ
て
よ
か
ら
う
。
後
者
は
前
者
の
規
定
ビ
粁
奏
す
る
所
全
然
無
く
、
唯
前
者
の
構
成
す
る
成
果
を

禮
系
化
す
る
原
理
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
要
講
は
認
識
圭
観
の
自
盛
な
る
意
志
に
干
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
帝
威
に
明
に
必
然
に
於
け
る
細
紐
の
内
在
を
認
め
る
事
が
出
回
る
で

あ
ら
う
。
然
ら
ば
此
形
式
的
合
目
的
性
の
鯛
は
る
所
の
反
省
的
鋼
断
力
は
如
何
な
る
作
用
を
な

す
か
。
カ
ン
ト
に
司
れ
ば
已
に
前
節
に
述
べ
だ
如
く
、
割
断
力
ご
は
コ
般
に
特
殊
を
普
遍
の
下

に
包
含
せ
ら
る
、
も
の
ご
し
て
思
惟
す
る
能
力
』
で
あ
り
、
而
し
て
『
唯
特
殊
の
み
與
へ
ら
れ
、
そ

れ
に
胸
し
て
普
遍
を
登
漏
す
べ
き
』
場
合
に
、
特
に
之
を
反
省
的
割
漸
力
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
今

特
殊
の
経
験
よ
b
之
を
包
暴
す
べ
き
普
遍
の
経
験
的
法
期
を
求
め
て
、
蹄
納
推
理
の
結
論
を
定
立

す
る
漁
労
力
は
、
正
に
此
意
昧
に
於
て
反
省
謀
判
臨
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
れ
は
演
繹
的
推

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
厨
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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論
に
撃
て
は
た
ら
く
、
興
へ
ら
れ
た
る
特
殊
に
由
っ
て
輿
へ
ら
れ
た
る
普
遍
を
限
定
す
る
限
定
的

判
断
力
の
逆
の
作
用
を
な
す
。
併
し
前
者
ご
錐
も
軍
な
る
論
理
的
判
漸
の
能
力
こ
し
て
、
知
的
作

用
を
な
す
に
止
ま
る
こ
ε
は
後
者
ご
相
違
が
無
い
。
唯
成
果
か
ら
観
て
聖
者
の
作
翔
を
正
反
封

こ
い
ふ
こ
ご
が
出
割
る
に
止
ま
る
。
否
、
實
は
愚
者
相
俘
っ
て
一
の
知
的
劃
漸
を
な
す
ご
い
ふ
方

が
當
っ
て
居
る
こ
も
考
へ
ら
れ
る
○
何
ビ
な
れ
ば
、
限
定
的
に
、
輿
へ
ら
れ
た
る
特
殊
を
與
へ
ら
れ

理
る
普
遍
に
包
暫
し
て
、
後
者
を
前
者
に
由
っ
て
限
定
す
る
ご
き
に
も
、
特
殊
者
の
可
脳
性
を
蓮
じ

て
そ
れ
に
嘗
て
普
遍
を
饗
見
す
る
の
で
な
け
れ
ば
，
之
ご
輿
へ
ら
れ
だ
る
普
遍
ご
を
虜
同
原
理
に

由
っ
て
結
合
す
る
こ
ご
が
毘
凍
な
い
し
、
又
與
へ
ら
れ
た
特
殊
か
ら
幽
て
普
遍
を
求
め
る
ご
い
ふ

も
、
試
験
的
国
定
的
に
射
せ
ら
れ
淀
普
遍
に
特
殊
を
包
齢
し
て
、
そ
れ
が
求
め
ら
れ
た
普
遍
で
あ
る

こ
ご
を
確
め
る
こ
い
ふ
反
省
の
…
面
を
敏
く
こ
ご
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
襟
に
考
へ
る

ご
、
限
定
的
野
断
ご
反
省
的
輿
望
ご
は
具
禮
的
な
る
思
惟
興
断
の
含
む
爾
方
向
で
あ
っ
て
、
唯
成
果

か
ら
見
て
何
れ
の
方
向
に
重
を
置
く
か
に
よ
り
野
上
の
至
聖
が
匪
閉
せ
ら
れ
る
に
止
ま
る
ご
認

め
ら
れ
る
○
反
省
帯
鋼
断
力
を
特
に
別
種
の
能
力
こ
し
て
、
前
述
の
美
的
鋼
断
に
於
け
る
如
く
，
作

用
の
直
接
結
倉
こ
し
て
高
次
の
作
用
を
な
す
も
の
ご
考
へ
る
こ
ご
は
出
平
な
い
ご
思
は
れ
る
。

も
ご
よ
り
此
場
合
ご
雛
も
、
鋼
断
力
は
或
意
味
に
於
て
直
観
ご
悟
性
と
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
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ビ
い
ふ
こ
ご
が
幾
攣
る
の
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
れ
は
限
ら
れ
た
概
念
を
媒
介
こ
す
る
の
で
あ
っ

て
．
決
し
て
作
用
ご
作
用
ご
の
純
粋
に
直
接
な
る
結
合
を
な
す
ご
い
ふ
事
は
轡
來
漁
。
限
定
的
鋼

断
で
も
露
な
る
廉
廉
で
な
く
し
て
反
省
的
批
劉
的
な
る
主
槻
の
態
度
決
定
に
基
く
限
り
、
そ
れ
を

高
次
の
作
用
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ざ
が
出
摩
る
。
そ
の
同
じ
意
味
に
於
て
反
省
能
面
断
を
高
次
の

作
用
こ
い
ふ
こ
ご
は
勿
論
可
能
で
あ
ら
う
。
併
し
之
を
以
て
直
ち
に
美
的
鋼
噺
に
於
け
る
如
き
、

純
粋
な
る
作
用
の
結
合
こ
し
て
の
狸
掘
の
全
禮
的
活
動
に
属
す
る
も
の
ε
見
微
す
こ
ご
は
出
來

な
い
ビ
思
ふ
。
此
場
合
に
反
省
的
と
い
ふ
の
は
．
ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が
範
疇
を
二
種
に
遜
別
し

て
、
そ
れ
に
於
て
思
惟
せ
ら
れ
る
醐
係
が
、
構
成
的
範
疇
に
於
け
る
如
く
、
現
實
に
存
在
す
底
内
容
に

野
送
的
に
要
當
す
る
の
で
な
く
、
唯
そ
の
關
係
的
意
識
に
醤
し
て
輩
に
表
象
せ
ら
れ
た
る
姜
當
を

有
す
る
如
き
範
疇
を
反
省
的
ε
駕
し
た
、
そ
の
意
味
に
於
て
反
省
的
た
る
に
止
ま
る
。
而
し
て
ヴ

イ
ン
デ
声
バ
ン
ト
も
先
験
論
理
に
甥
す
る
形
式
論
理
の
範
疇
を
反
省
的
で
あ
る
ご
認
め
た
（
≦
甘
、

α
色
ぴ
碧
3
＜
・
旨
G
。
等
身
翻
心
醇
穴
葺
6
σ
Q
。
厭
一
の
昌
・
ω
・
轟
。
。
i
も
）
。
今
昔
に
前
述
の
如
き
方
法
論
的
意
義
を
賦
與

す
る
な
ら
ば
、
ソ
ッ
カ
ー
ト
が
ヅ
イ
ソ
デ
ル
バ
ン
ト
の
構
成
的
一
反
省
的
の
謁
立
に
謁
し
、
そ
れ

こ
の
相
違
を
強
調
し
た
氏
の
所
謂
構
成
的
i
方
法
論
的
の
樹
立
を
、
カ
ン
ト
の
反
省
的
の
概
念

を
媒
介
ご
し
て
結
合
す
る
事
も
出
立
る
か
も
知
れ
な
い
（
空
。
訂
3
d
無
○
○
σ
q
2
ω
警
置
9
卑
ぎ
H
目
。
》
色
・

　
　
　
　
勇
一
ン
ト
の
臼
H
的
弘
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
・
七
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四
入

○
。
●
会
回
）
。
若
し
假
に
左
機
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
所
謂
構
成
的
形
式
に
鈍
し
方
法
論
的
反
省
形
式

を
全
然
分
離
し
て
、
各
に
由
る
認
識
を
ヅ
イ
ン
デ
ル
バ
ソ
ト
や
リ
ソ
カ
ー
ト
の
如
く
全
く
段
階
を

異
に
す
る
異
種
の
物
こ
す
る
考
が
、
果
し
て
何
虚
ま
で
維
持
出
与
る
か
む
、
充
分
精
細
な
る
研
究
を

要
す
る
知
識
聖
上
の
重
要
問
題
で
あ
る
ご
思
ふ
（
嘗
て
私
が
本
誌
に
載
せ
た
『
認
識
圭
観
の
問
題
』

墾
照
）
併
し
ご
に
も
か
く
現
實
的
存
在
の
謝
象
界
に
署
し
、
右
の
如
き
意
味
に
於
け
る
方
法
論
的
加

工
の
成
果
を
反
省
的
こ
し
て
醤
立
せ
し
め
る
こ
ご
は
認
識
論
上
一
癒
意
昧
の
あ
る
こ
ε
に
相
蓮

無
い
。
た
や
其
機
な
反
省
は
全
く
知
的
思
惟
の
作
用
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
美
的
判
断
に
於

け
る
如
き
深
き
申
事
を
持
つ
ご
は
思
は
れ
な
い
。
　
カ
ン
ト
は
反
省
を
定
義
し
て
『
そ
れ
に
由
り
可

能
ご
な
る
概
念
に
園
係
し
て
、
與
へ
ら
れ
た
る
表
象
を
或
は
他
の
表
象
ご
比
較
し
、
或
は
そ
の
へ
反
省

の
）
認
識
能
力
ご
比
較
し
醤
照
す
る
』
こ
ご
ビ
云
っ
て
居
る
（
囚
9
詳
卑
ω
師
号
巳
簿
g
お
ぎ
臼
。
丙
二
山
・

⊆
O
霧
ω
一
お
房
諺
諺
σ
q
・
＜
・
ω
・
囲
℃
o
）
o
　
美
的
反
省
到
断
は
表
象
を
そ
の
反
省
能
力
に
比
較
甥
照
し
、
今
考

へ
る
論
理
的
反
省
鋼
断
は
軍
に
表
象
を
他
の
表
象
8
比
較
し
て
、
之
を
包
摂
す
べ
き
共
蓮
な
る
普

遍
の
概
念
を
獲
見
せ
ん
こ
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
併
し
一
の
表
象
を
認
識
能
力
ε
比
較
す

る
の
こ
、
軍
に
他
ご
表
象
と
比
較
す
る
の
こ
で
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
前
の
場
合
に
於
て
は
主

観
は
一
の
作
用
な
ら
ぬ
高
次
の
作
用
の
立
場
に
立
つ
に
反
し
、
後
の
場
合
に
於
て
は
左
磯
い
ふ
こ
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ご
は
な
い
。
肖
者
は
作
用
の
次
元
を
異
に
す
る
。
第
一
批
判
の
く
9
乙
2
》
ヨ
℃
三
び
。
霞
。
山
。
門
戸
臨
？

鉱
。
蕊
ぴ
。
σ
q
鼠
浄
　
に
言
ふ
所
・
に
煎
れ
ば
、
卑
ン
ト
は
、
輩
に
表
象
の
比
較
を
な
す
場
合
に
も
、
そ
の
相
互
關
…
・

係
を
明
に
す
る
に
は
，
先
づ
そ
れ
等
が
認
識
能
力
に
溢
し
て
持
つ
連
係
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

之
を
一
般
に
反
省
ご
い
ふ
や
う
に
考
へ
た
の
で
あ
る
が
（
囚
r
9
μ
＜
・
H
播
》
ρ
飼
P
ら
。
●
ω
困
α
）
、
認
識
の
範

圃
に
於
て
は
決
し
て
作
用
ご
作
用
ご
の
純
粋
に
直
接
な
る
結
合
ε
し
て
の
高
次
の
作
用
を
反
省

ご
は
考
へ
て
居
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
此
慮
に
ご
う
し
て
も
不
充
分
な
黙
が
あ
り
は
し
ま
い

か
。
寧
ろ
私
は
魚
住
的
概
括
の
判
断
で
な
く
し
て
、
此
剣
断
の
可
能
な
る
如
く
に
、
自
然
が
認
識
能

力
に
謝
し
合
目
的
的
に
特
殊
化
せ
ら
れ
て
居
る
ざ
思
惟
す
る
こ
ε
を
反
省
的
判
断
力
の
作
用
に

錦
す
る
な
ら
ば
、
始
め
て
そ
れ
は
作
用
に
醤
す
る
反
省
こ
し
て
美
的
鋼
断
ご
同
じ
次
元
に
立
つ
も

の
δ
認
め
る
こ
ご
が
霞
薫
る
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
此
場
合
に
於
て
は
特
殊
的
経
験
的
饗
象
思
惟

の
悟
性
作
用
が
面
上
的
普
遍
的
統
一
に
謝
す
る
理
念
の
能
力
こ
し
て
の
理
性
の
作
用
ご
内
面
的

調
和
的
に
結
合
す
る
こ
ご
に
由
っ
て
、
自
然
の
全
膿
が
形
式
的
合
目
的
性
を
有
す
る
も
の
と
割
断

せ
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
割
断
力
を
我
々
の
認
識
能
力
の
順
序
上
悟
性
ε
理
性
こ
の
中
裁
項
を
成

す
も
の
と
云
っ
て
居
る
が
〔
内
二
9
G
・
＜
○
霧
自
9
0
。
・
Q
）
、
若
し
此
襟
に
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
蕾
に

順
序
の
上
か
ら
中
間
項
た
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
反
省
的
作
用
に
於
て
悟
性
ご
理
性
ご
“
留
結
合
す

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
目
酌
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

る
媒
介
者
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
も
出
営
る
で
あ
ら
う
○
本
來
『
理
性
は
直
接
に
灘
象
に
關
係
す
る

こ
ご
は
決
し
て
な
く
、
唯
悟
性
に
閣
係
し
．
又
そ
れ
を
媒
介
こ
し
て
そ
れ
膚
身
の
経
験
的
使
用
に
關

は
る
も
の
で
あ
っ
て
』
（
琴
の
戯
口
，
・
＜
・
同
H
●
》
乱
・
○
。
・
②
H
）
、
悟
性
の
如
く
概
念
の
普
遍
に
直
営
の
特
殊

を
包
癒
し
て
甥
象
を
限
定
定
立
す
る
の
で
な
く
、
悟
性
の
定
立
す
る
謝
象
を
特
殊
ε
し
て
、
之
を
…

定
の
方
向
に
組
織
統
一
す
る
に
止
ま
る
か
ら
、
そ
の
方
向
．
カ
ン
ト
の
所
謂
空
9
ぎ
頑
笛
ぎ
δ
（
鑓
腕
．
9
「
●

＜
・
ω
・
曾
⇔
）
を
指
定
す
る
理
念
は
正
に
不
定
の
普
遍
ε
し
て
、
之
に
経
験
の
特
殊
を
包
即
す
る
前
述

の
鋼
断
は
正
當
に
反
省
的
割
噺
ご
平
せ
ら
れ
δ
で
あ
ら
う
。
認
識
の
範
園
に
於
け
る
論
理
的
の

形
式
的
合
目
的
性
は
此
反
省
脚
質
断
力
に
解
す
る
離
調
的
性
こ
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
欺
く
し

て
始
め
て
美
酌
形
式
的
合
目
的
性
ご
同
様
に
論
理
的
形
式
的
合
目
的
性
も
、
作
用
ご
作
用
ε
の
純

輝
に
直
接
な
る
結
合
と
し
て
の
高
次
の
作
用
．
に
謝
す
る
合
目
的
性
ご
し
て
成
立
し
、
反
省
酌
鋼
漸

は
斯
か
る
高
次
の
作
用
ビ
し
て
侮
れ
の
場
合
に
も
作
用
に
講
ず
る
反
省
た
る
特
色
を
登
揮
す
る

事
が
出
來
る
。
本
家
く
貯
器
。
。
け
営
藁
轟
の
誹
語
ご
し
て
カ
ン
ト
も
随
庭
に
用
み
て
居
る
譲
ξ
径
冨
西

の
能
力
で
あ
冬
瞬
断
力
は
、
知
識
の
範
園
に
於
て
も
罪
な
る
露
納
の
離
断
で
な
く
、
美
的
劃
断
ビ
同

根…

ﾉ
，
置
賜
の
意
味
傾
心
．
を
鋼
平
す
る
能
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
れ
は
一
般
に
作
用
の
純
瀞
．

に
直
接
な
る
結
合
こ
し
て
の
高
次
の
作
用
に
於
て
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
○
而
し
て
そ
の
樹
象



e）e5

た
る
形
式
蘭
合
撃
墜
性
を
方
法
論
的
要
請
で
あ
る
ε
解
す
る
こ
ご
は
、
要
請
が
橘
擬
の
膚
由
な
る

意
志
の
所
産
こ
し
て
、
知
に
投
射
せ
ら
れ
た
る
信
で
あ
る
ε
観
ら
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
正
に
悟
性
ε

理
性
こ
の
結
合
ε
し
て
の
反
省
的
剣
漸
力
に
封
慮
す
る
こ
い
ふ
、
ε
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
第
三

批
鋤
の
目
的
論
的
船
難
力
批
鋼
を
第
「
撹
到
の
辮
謹
論
こ
の
開
係
に
於
て
考
へ
、
前
者
を
後
者
の

必
然
的
な
る
即
事
完
成
ご
掘
て
、
カ
ン
ト
の
目
的
論
の
認
識
論
的
意
味
を
明
に
し
楼
ご
し
淀
シ
ュ

タ
ト
ラ
ー
は
カ
ン
ト
が
目
的
論
を
美
學
ご
結
び
付
け
て
、
爾
者
を
反
省
的
遮
断
の
概
念
に
総
括
し

た
こ
ご
を
不
適
當
ご
評
し
、
而
し
て
此
結
合
に
由
っ
て
損
失
を
受
け
た
の
は
主
こ
し
て
目
的
論
の

方
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る
が
筋
鍵
亀
①
」
賊
㊤
暮
ω
日
色
o
O
δ
聡
〇
二
＆
津
δ
①
築
2
一
μ
仲
三
ω
9
8
δ
辞
9
0
切
a
Φ
耳
¢
昌
苑
●
ω
・

＆
ム
9
、
私
は
爾
者
の
結
倉
が
カ
ン
ト
の
琶
界
槻
の
上
に
重
要
な
る
意
味
を
持
つ
ば
か
も
で
な
く
、

反
省
的
劃
断
の
本
質
上
か
ら
も
．
右
の
如
き
解
騨
を
ご
る
な
ら
ば
、
一
見
極
め
て
外
面
的
形
式
的
な

る
類
似
の
奥
に
、
更
に
本
質
的
な
る
親
近
を
認
め
る
事
が
鵠
來
る
ご
思
ふ
。
も
こ
よ
り
経
験
の
冒

的
論
酌
組
織
、
騒
然
の
理
解
し
易
さ
は
、
経
験
的
認
識
の
歌
書
界
こ
し
て
の
漂
然
全
膿
に
關
す
る
の
。

で
あ
っ
て
、
美
の
合
目
離
性
の
如
く
個
々
の
樹
象
に
關
は
る
も
の
で
は
な
い
。
此
相
蓮
は
恰
も
實

質
的
合
翼
壁
．
性
の
範
園
に
於
て
諒
有
機
盤
の
合
目
的
性
が
個
々
の
灘
象
に
掻
卵
的
に
含
ま
れ
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
に
烈
し
、
鞍
懸
的
合
目
的
性
が
経
験
的
認
識
の
樹
象
界
全
膿
に
舎
ま
れ
る
こ
い

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
鷺
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
｝
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玉
二

ふ
相
違
が
あ
る
の
こ
同
機
で
あ
る
。
併
し
此
形
式
的
合
霊
的
性
に
由
っ
て
、
肖
然
が
全
艦
ご
し
て

宛
も
土
肥
品
の
如
く
有
七
二
意
志
の
形
成
に
歯
っ
て
成
れ
る
か
の
如
き
趣
を
呈
す
る
こ
ε
は
、
美

的
謝
象
が
所
謂
目
的
無
き
合
目
的
性
の
表
現
な
る
ビ
軌
を
唄
に
す
る
。
カ
ン
ト
が
、
虞
然
の
技
巧

日
8
ξ
寒
自
窪
客
舞
罎
（
卑
ω
滞
二
時
Φ
誉
納
9
囚
昌
9
¢
●
》
∩
霧
旨
○
δ
》
話
σ
q
．
＜
●
Q
。
．
H
℃
い
）
ご
凹
し
た
の
も
此
意

に
列
な
ら
な
い
。
自
然
の
整
然
た
る
秩
序
ご
統
　
ご
は
、
経
験
的
認
識
の
甥
象
界
に
於
け
る
知
的

美
ご
も
い
ふ
べ
き
物
で
あ
る
。
　
カ
ン
ト
は
此
論
理
的
合
目
性
が
、
『
宮
守
に
原
理
の
統
一
を
移
入

せ
ん
ε
す
る
悟
性
の
必
然
的
な
る
目
的
に
迄
悟
性
の
業
を
進
め
る
意
圖
』
の
成
就
ご
し
て
、
快
戚

を
伸
ふ
事
を
蓮
べ
て
居
る
が
（
寄
●
〔
轡
。
●
し
。
』
轟
）
、
右
の
如
く
解
す
る
な
ら
ば
作
用
の
此
快
威
は
調
和

酌
結
合
に
由
っ
て
起
る
物
ε
し
て
一
種
の
声
威
ε
認
め
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
　
カ
ッ
シ
ラ

ー
は
シ
ュ
タ
ト
ラ
ー
ざ
同
じ
く
コ
ー
ヘ
ソ
が
囚
轡
暮
。
。
§
6
0
ユ
。
儀
窪
国
国
一
副
三
会
の
末
尾
に
展
開
し
た
思

想
を
襲
っ
て
、
第
一
批
判
の
辮
謹
論
に
於
け
る
磨
然
組
織
の
問
題
か
ら
合
目
的
性
の
問
題
に
入
う
、

其
形
式
的
合
爵
的
性
に
俘
ふ
快
戚
の
先
馬
蝉
を
蓮
じ
て
美
學
ご
目
的
論
こ
の
騰
系
的
統
一
を
説

き
、
前
述
の
シ
ュ
タ
ト
ラ
ー
の
批
評
に
醤
し
て
カ
ン
ト
の
膿
系
を
尊
王
し
や
う
ε
し
だ
が
（
∩
霧
ω
ざ
ご

○
や
。
隅
f
し
り
’
い
二
一
鴇
Σ
、
若
し
右
の
如
く
解
す
る
な
ら
ば
、
美
的
論
理
的
爾
種
の
形
式
的
合
目
的
性
が

内
面
蘭
結
合
を
な
す
こ
ご
は
氏
の
試
み
た
よ
り
も
一
暦
多
く
明
に
せ
ら
れ
る
所
が
あ
り
は
し
な
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い
か
ご
思
ふ
。
雨
期
は
共
に
純
粋
な
る
作
用
の
直
接
結
合
に
於
け
る
調
和
こ
し
て
、
本
質
的
に
親

近
を
有
す
る
も
の
ビ
認
め
ら
、
れ
る
。

　
自
然
の
形
式
的
合
目
的
性
は
今
述
べ
た
如
く
美
に
比
す
べ
き
封
甘
葛
の
形
式
的
合
目
的
性
で

あ
っ
て
、
縦
そ
れ
に
墾
輿
す
る
悟
性
は
経
験
的
認
識
の
段
幕
構
成
を
其
本
質
こ
す
る
も
の
な
る
も
、
．

合
目
的
性
其
物
は
作
用
の
直
接
結
合
に
成
立
す
る
も
の
こ
し
て
封
象
の
規
定
に
團
は
る
こ
ご
な

く
、
唯
斯
く
し
て
構
成
せ
ら
れ
る
淘
象
の
全
禮
を
其
構
成
作
用
の
方
向
統
一
に
由
り
秩
序
整
然
た

る
膿
系
に
組
織
す
る
鴬
め
の
制
約
π
る
に
止
ま
る
。
　
．
即
ち
合
目
的
性
は
此
組
織
の
原
理
に
外
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
作
用
の
先
験
的
な
る
調
和
的
結
合
輩
基
く
者
ざ
し
て
、
美
ざ
同
じ
く
普
遍
妥
當

性
を
要
求
す
る
事
が
出
面
る
け
れ
ご
も
、
畢
に
『
主
槻
的
に
必
然
な
る
先
験
的
豫
想
』
た
る
に
止

ま
る
（
㌍
誇
国
竃
・
ぎ
φ
O
婁
冨
誘
》
器
④
．
＜
・
。
。
・
H
£
）
。
私
は
之
を
以
デ
、
前
に
解
し
た
如
く
、
法
期
文
學
こ

し
て
の
自
然
科
學
の
方
法
論
的
要
請
ε
す
る
の
が
最
も
當
を
得
弛
も
の
で
は
な
い
ご
患
ふ
。
之

を
裏
か
ら
い
へ
ば
、
巳
に
普
遍
化
的
雨
期
科
學
こ
し
て
の
自
然
科
學
が
亡
婦
こ
し
て
存
立
す
る
事

は
，
此
要
講
の
満
た
さ
れ
、
唐
然
は
當
に
此
黙
に
継
て
合
目
的
的
で
あ
る
こ
し
て
意
味
鋼
定
9
ξ
す

濠
匹
せ
ら
べ
き
事
を
含
意
す
る
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
其
何
故
に
然
る
か
を
更
に
合
理
的
に
説

明
す
る
事
は
、
姦
婦
の
存
在
其
物
を
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
ご
ご
同
じ
く
、
我
々
の
能
力
を
話
す
る

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
日
的
論
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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轡
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職
四

不
可
能
の
要
求
で
あ
る
。
唯
我
々
は
之
を
最
後
の
事
理
ご
し
て
承
認
す
る
外
無
い
。
　
一
般
に
要

講
は
認
識
の
世
堺
に
投
射
せ
ら
れ
た
意
志
の
饗
象
で
あ
る
○
知
に
於
け
る
信
で
あ
る
。
要
講
こ

し
て
の
窟
然
の
形
式
朗
合
目
鯨
性
は
知
の
世
界
に
投
躰
せ
ら
れ
た
信
の
饗
象
に
外
な
ら
な
い
○

　
さ
て
此
要
請
は
已
に
物
理
學
に
於
て
も
所
謂
℃
ξ
。
・
地
際
ω
6
ぼ
。
。
ノ
＜
o
一
♂
凶
家
の
成
立
に
灘
す
る
豫
想

こ
し
て
、
其
統
…
性
を
基
礎
附
け
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
特
に
カ
ン
ト
が
物
理
學
に
虚
っ
て
代

表
せ
ら
れ
る
目
δ
o
蕃
島
巽
2
霧
舞
ご
匠
別
し
て
、
宏
磐
ま
¢
ω
昏
邑
σ
§
σ
q
の
名
を
以
て
呼
ん
だ
記
述
的
宿

駆
歩
學
邸
ち
所
謂
博
物
學
に
於
て
、
又
殊
に
漂
然
吏
客
卑
け
霞
σ
Q
O
ω
。
三
。
ぽ
Φ
に
於
て
、
最
も
著
し
き
数
力
を

鳥
網
す
る
事
は
今
細
説
す
る
必
要
も
無
い
で
あ
ら
う
（
＜
σ
q
剛
・
O
。
冨
～
難
き
劣
8
ゴ
8
膏
（
軍
国
誉
ξ
戸
三
㈲
‘

｝．

曹
ｵ
∩
●
2
c
。
）
o
第
＝
批
割
の
辮
讃
論
附
録
に
於
て
、
已
に
カ
ン
ト
は
博
物
學
に
於
け
る
此
原
理
ご
其

特
殊
の
適
用
と
し
て
の
も
。
簿
寄
櫓
α
ぎ
ご
を
詳
細
に
説
い
て
居
る
（
鋼
［
，
◎
儀
．
囲
，
・
～
が
　
も
り
●
窃
、
ゆ
爺
）
。
併
し

な
が
ら
此
黙
か
ら
庚
謂
良
然
記
述
の
甥
象
ε
し
て
の
生
物
を
物
思
學
（
遅
々
）
の
醤
象
ご
し
て
の
無

生
物
ご
逼
落
し
後
者
を
支
配
す
る
物
理
的
機
械
的
法
期
に
劃
し
て
は
前
者
は
全
然
偶
然
麗
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
．
れ
か
ら
必
然
に
説
明
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
も
の
、
從
っ
て
第
一
撹
判
の

基
礎
附
け
の
目
酌
た
る
数
學
酌
磨
然
科
學
の
認
識
に
勤
し
て
ρ
2
N
。
を
な
す
も
の
で
あ
る
ビ
い

ふ
理
由
か
ら
、
カ
ン
ト
が
経
験
的
認
識
の
9
，
窪
N
ぴ
濃
「
霞
こ
し
て
立
て
た
物
禽
髄
を
生
物
ビ
解
し
、
こ
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れ
を
数
理
的
自
然
科
學
の
機
械
論
的
概
念
構
成
の
全
禮
に
饗
す
る
統
一
方
向
を
指
示
す
る
理
念

こ
い
ふ
立
場
か
ら
解
悔
し
や
う
こ
し
た
コ
ー
ヘ
ン
の
説
に
は
、
猶
考
慮
を
要
す
る
黙
が
あ
る
ご
思

ふ
（
∩
○
ぎ
ポ
ζ
馨
ω
司
お
9
，
す
国
巷
．
×
白
．
×
＜
）
。
批
判
の
登
記
に
俘
っ
て
寛
喜
瞠
の
概
念
が
幾
つ
か
の

意
味
を
享
有
し
、
之
を
、
思
惟
が
虞
己
自
身
の
統
一
的
全
膿
に
封
ず
る
要
求
か
ら
ぞ
の
進
行
の
統
一

方
向
ご
し
て
自
己
に
封
し
置
く
所
の
極
限
と
し
て
の
理
念
ご
郷
す
る
こ
ご
が
出
來
る
の
は
軍
に

そ
の
一
面
に
…
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
こ
い
ふ
歴
史
的
見
地
を
離
れ
て
考
へ
て
も
、
斯
か
る
理
念
の
内

容
を
物
理
學
的
認
識
に
濁
し
偶
然
な
る
も
の
ご
し
て
生
物
に
限
る
の
に
は
猶
他
の
理
由
が
必
要

で
は
あ
る
ま
い
か
。
成
程
生
物
の
有
機
的
現
象
を
支
配
す
る
経
験
的
．
法
期
は
物
理
的
法
期
の
み

か
ら
演
繹
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
所
謂
2
舞
霞
8
§
2
ご
し
て
磨
然
記
述
の
勤
象
た
る
生
物
の
形

態
は
そ
の
由
來
を
軍
に
機
械
的
法
期
に
由
っ
て
説
明
し
難
い
で
め
ら
う
。
そ
の
意
味
に
於
て
生

物
が
数
學
的
爵
然
科
學
の
認
識
に
倒
す
る
偶
然
者
ε
し
て
そ
の
限
界
た
る
事
は
疑
無
い
。
併
し

数
學
的
躍
然
科
學
に
樹
し
偶
然
な
る
る
の
は
軍
に
生
物
現
象
の
み
で
は
な
い
。
寧
ろ
撒
學
的
漁

然
科
學
そ
の
も
の
の
全
騰
が
「
の
偶
然
で
め
る
。
勿
論
統
一
的
な
る
物
理
學
・
の
世
界
形
象
の
内

部
に
於
て
は
個
々
の
法
期
麗
論
は
そ
れ
み
＼
必
然
的
ビ
し
て
説
明
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
キ
サ
ヶ
ト

世
界
形
象
そ
の
も
の
を
必
然
的
ご
し
て
説
明
す
る
も
の
は
無
い
。
野
畑
ご
違
ひ
、
如
何
に
精
密
な

　
　
　
　
カ
ン
｝
の
臼
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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暫
學
研
究
　
　
第
九
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
山
ハ

る
も
、
其
最
後
の
其
理
根
擦
を
経
験
に
置
く
物
理
學
は
、
そ
の
風
系
膚
身
を
軍
に
事
實
に
基
く
も
の

ご
し
て
偶
然
的
で
あ
る
ε
自
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
カ
ン
｝
も
経
験
そ
の
も
の
を
全
く
偶

然
的
な
る
も
の
ε
し
、
其
偶
然
性
を
一
9
0
霞
σ
q
筐
o
N
⊆
愛
嬢
σ
q
冨
津
ご
呼
ん
だ
（
峯
．
．
鳥
し
，
’
＜
．
H
H
・
ぎ
エ
も
。
ム
。
。
α
）
。

其
故
所
謂
『
偶
然
者
の
法
則
性
』
Ω
。
・
・
働
辿
。
葬
簿
号
ω
N
亀
甥
h
臼
σ
q
窪
（
捧
唇
色
・
d
“
し
。
●
館
○
）
ご
し
て
の
合

目
的
性
に
由
っ
て
そ
の
経
験
的
法
則
の
統
㎝
性
を
合
理
化
し
、
膿
系
の
可
能
を
基
礎
附
け
す
る
必

要
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
特
に
生
物
界
に
限
局
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
し
て
、
先
づ
窃
然
の
全

禮
経
験
の
全
部
に
謝
し
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
鎗
。
カ
ン
ト
が
生
物
界
の
膚
然
記
蓮
に
就
い

て
、
そ
の
前
提
こ
な
る
膿
系
的
統
一
の
先
験
原
理
を
詳
述
し
た
の
は
、
軍
に
此
原
理
が
最
も
有
力
に

著
れ
る
嵩
置
を
示
し
た
も
の
ご
解
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
自
身
一
般
に
自
然
界
に
現
れ
る

諸
種
の
カ
が
、
一
の
Q
；
巳
ζ
葺
の
理
念
に
向
っ
て
統
一
を
求
め
る
乙
を
も
例
こ
し
て
暴
げ
て
居
る

（
峯
・
●
伽
・
門
・
〈
」
｝
●
〉
乱
●
○
。
●
曾
α
－
α
＼
。
。
）
。
こ
れ
が
直
ち
に
シ
ュ
タ
ト
ラ
ー
の
解
す
る
如
く
（
ω
富
色
。
び
○
や

。
着
し
。
・
。
。
Q
め
Q
）
物
灘
學
に
於
け
る
實
例
ご
見
倣
す
こ
ご
が
出
測
る
か
ざ
う
か
は
、
カ
ン
ト
が
種
々
の
精

淋
能
力
を
カ
の
例
に
引
い
て
居
る
黙
か
ら
概
て
多
少
疑
は
し
い
け
れ
ど
も
、
ご
に
か
く
カ
ン
ト
が

此
原
理
を
二
二
全
騰
に
開
す
る
も
の
ご
し
、
一
部
分
に
限
局
し
て
居
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
實

で
あ
る
○
　
コ
ー
ヘ
ン
も
明
に
此
匪
別
を
認
め
、
理
性
批
制
の
註
騨
に
於
て
、
狸
念
の
艦
系
的
統
…
に
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醤
す
る
統
制
的
意
味
を
説
明
す
る
に
當
）
、
『
以
上
は
自
然
科
學
の
一
般
問
題
に
勤
す
る
慣
用
に

關
し
、
以
下
は
そ
の
生
物
學
的
研
究
へ
の
特
殊
醜
適
用
を
な
す
』
　
と
云
っ
て
居
る
（
∩
。
ぎ
ご
　
囚
○
雫

諺
。
言
忌
N
霧
内
二
σ
．
二
く
●
し
Q
．
蕊
ω
）
然
る
に
氏
は
『
カ
ン
ト
経
験
遡
説
』
に
於
て
、
先
づ
経
験
そ
の
も
の
の

所
謂
葺
Φ
差
σ
q
塗
①
N
ロ
蜜
一
夏
ぎ
搾
を
説
い
た
後
，
『
数
學
的
自
然
難
風
の
噛
暮
○
際
σ
q
筐
o
N
島
熟
囲
霞
鵬
ぎ
禅
の
思
想
は
、

我
々
に
此
學
が
残
す
所
の
飲
隙
を
注
意
せ
し
め
る
。
そ
れ
は
機
械
的
な
る
も
の
に
限
ら
れ
る
爲

め
に
、
有
機
的
な
る
も
の
を
本
質
的
に
規
定
す
る
事
も
、
亦
記
蓮
す
る
こ
ご
も
出
來
な
い
。
其
故
偶

然
者
は
有
機
禮
を
表
は
す
』
と
云
っ
て
（
∩
o
ぼ
♂
因
ρ
暮
い
目
拓
。
門
壁
ω
●
憶
○
・
。
）
、
数
學
的
自
然
昼
酒
の
認
識

に
封
ず
る
偶
然
者
を
直
ち
に
有
機
髄
こ
し
、
之
を
以
て
限
界
概
念
ご
し
て
の
物
自
国
ご
同
一
親
し

て
居
る
。
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
前
に
、
『
全
膿
ご
し
て
の
』
『
経
験
自
身
が
求
め
ら
れ
た
る
物
脅
膿
ご

な
る
』
ご
云
っ
て
居
る
の
に
心
し
ω
α
誉
）
、
如
何
な
る
關
係
を
持
つ
か
。
私
は
此
論
理
に
槻
過
す

べ
か
ら
ざ
る
飛
躍
が
あ
り
は
し
な
い
か
ご
思
ふ
。
輩
に
自
然
の
全
署
に
離
す
る
一
般
的
の
謬
豊
γ

σq圃

､
。
N
償
建
方
ぢ
謬
か
ら
有
機
禮
の
特
殊
な
る
偶
然
性
に
移
る
に
は
、
有
機
膿
の
定
立
そ
の
も
の
に
特

有
な
る
實
質
上
の
問
題
が
顧
慮
せ
ら
れ
愚
者
を
合
理
化
す
る
に
後
者
の
立
場
を
以
て
す
る
外
無

き
所
以
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
軍
な
る
形
式
的
合
目
的
性
の
概
念
に
由
っ
て

媒
介
せ
ら
れ
る
こ
ご
は
出
麗
な
い
。
自
然
全
膿
の
統
一
的
目
的
に
關
す
る
實
質
的
合
目
的
性
ご
、

　
　
　
　
カ
ン
墾
の
貝
的
弘
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
入

其
内
に
於
け
る
有
機
膿
の
内
面
的
合
目
的
性
の
問
題
が
考
へ
ら
れ
て
始
め
て
、
右
の
如
き
圭
張
に

根
擦
を
興
へ
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
　
コ
ー
ヘ
ン
は
科
學
の
男
9
津
§
μ
か
ら
毘
て
そ
の
基
礎
附

け
を
な
す
ど
い
ふ
所
謂
方
法
論
的
批
判
士
士
爵
の
立
場
よ
り
、
生
物
學
の
事
容
ハ
的
存
立
に
重
を
置
き
、

之
に
数
詩
的
自
然
二
二
の
限
界
領
域
を
二
見
し
や
う
ご
欲
す
・
る
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
は
先
づ

有
機
騰
に
特
有
な
る
内
面
的
合
目
的
性
が
顧
慮
せ
ら
れ
，
そ
れ
ざ
形
式
的
合
目
的
性
ご
の
閣
係
が

明
に
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
然
る
に
氏
は
此
様
な
順
序
を
踏
ん
で
居
ら
な
い
や
う
で
あ
る
。

私
は
氏
の
限
界
概
念
こ
し
て
の
物
自
粛
を
有
機
膿
ご
黒
焦
す
る
説
そ
の
も
の
に
強
ち
反
肥
す
る

の
で
は
な
い
が
、
そ
の
論
理
に
は
右
の
如
き
疑
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
形
式
的
に
理
念
が
一
般

に
悟
性
の
活
動
に
謝
し
方
向
を
指
示
す
る
こ
い
ふ
意
味
に
於
て
目
的
魏
念
で
あ
る
ご
い
ふ
事
ご
、

理
念
の
内
容
が
實
質
的
合
目
的
性
を
含
む
ご
い
ふ
事
ご
は
明
に
麗
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね

（
左
右
田
博
士
の
『
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
考
察
』
に
も
此
混
同
が
あ
り
は
し
な
い
か
ご
私
は
窃
に
疑
ふ
も

の
で
あ
る
。
若
し
博
士
の
指
澱
を
受
け
る
こ
ご
か
出
　
來
れ
ば
幸
之
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
○
雑

誌
『
思
想
』
第
十
六
號
套
照
）
。
前
の
立
場
か
ら
直
に
後
の
立
場
に
移
る
事
は
忠
來
な
い
。
私
は
飽

く
ま
で
形
式
的
合
目
的
性
の
立
場
に
於
て
は
前
の
立
脚
地
を
純
粋
に
保
ち
、
理
念
が
自
然
認
識
の

方
向
を
示
す
目
標
ご
な
り
、
組
織
的
統
一
（
賞
牌
に
論
理
的
な
る
）
を
可
能
に
す
る
方
法
論
的
要
講
の
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根
慷
に
止
ま
る
詮
を
主
張
し
た
い
。
そ
の
内
容
を
合
目
的
性
こ
し
て
規
定
し
、
手
彫
の
組
織
を
軍

に
論
理
的
統
一
な
ら
ぬ
、
そ
れ
膚
身
合
目
的
的
な
る
内
面
的
合
目
的
性
を
含
む
も
の
た
ら
し
む
る

に
は
、
形
式
的
合
目
的
性
の
立
場
か
ら
實
質
的
合
載
録
性
の
立
場
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
思
ふ
。

そ
れ
で
は
こ
の
導
者
は
抑
も
如
何
な
る
關
係
に
由
っ
て
結
び
附
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
　
カ
ン

ト
自
身
此
黙
に
就
い
て
『
鋼
嘗
試
幾
弱
』
に
説
く
所
は
極
め
て
簡
軍
で
あ
る
。
　
コ
ー
ヘ
ン
を
始
め

カ
ソ
シ
ラ
ー
、
シ
ュ
タ
ト
ラ
ー
、
バ
ウ
フ
等
の
人
々
が
甚
だ
難
易
に
之
を
解
説
し
て
居
る
の
も
其
爲
で

あ
ら
う
。
加
之
此
等
の
入
々
は
何
れ
も
重
を
形
式
的
合
同
的
性
に
置
き
、
カ
ン
ト
の
目
的
論
の
重

心
が
宛
も
此
庭
に
在
る
か
の
如
く
解
し
て
居
る
標
に
さ
へ
見
え
る
。
實
際
第
一
批
勃
の
問
題
の

登
展
こ
し
て
第
三
批
剣
の
目
的
論
を
考
へ
、
一
貫
し
た
膿
系
的
精
聯
が
之
を
連
結
統
一
す
る
も
の

こ
見
…
適
す
な
ら
ば
、
右
の
如
き
解
鐸
は
甚
だ
霞
然
で
あ
る
こ
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
Q
叉
其
結
果
既

述
の
ヵ
ソ
シ
ラ
ー
の
み
な
ら
す
、
バ
ウ
フ
の
如
き
も
，
美
の
合
目
的
性
を
自
然
特
殊
化
の
形
式
的
合

目
的
性
に
於
け
る
快
戚
ε
の
比
論
に
於
て
考
へ
、
前
者
の
普
遍
要
當
性
の
根
糠
こ
し
て
の
先
験
性

を
説
く
に
、
後
者
の
與
●
へ
る
指
標
に
基
か
う
こ
し
て
居
る
の
も
別
に
怪
し
む
に
足
り
な
い
（
ご
磐
。
『

犀
善
掌
。
葛
色
溶
磐
戸
ω
●
ω
α
。
。
一
身
。
。
い
び
・
ω
。
＆
。
β
江
。
剛
毅
》
＝
ω
σ
q
・
ω
。
H
象
l
H
曾
）
。
こ
れ
は
實
際
カ
ン
ト
自
身
が

第
三
批
評
の
序
論
に
説
く
所
に
從
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
（
内
一
，
．
α
¢
．
国
言
ぎ
貯
毎
q
＜
囲
虹
く
＝
．
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
．
　
鰯
）
、
彼

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
鐵
的
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
九
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〇

自
身
其
思
想
を
膿
系
化
す
る
場
合
に
は
斯
か
る
立
場
に
立
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
ざ
疑
無
い
Q
併

し
カ
ン
ト
は
始
め
て
、
美
的
趣
味
画
工
を
軍
に
そ
の
「
部
こ
す
る
包
括
的
な
る
『
鋼
漸
力
批
到
』
の

公
刊
に
つ
い
て
語
っ
て
居
る
剛
再
入
九
年
五
月
十
二
日
ラ
イ
ン
ホ
ル
｝
に
邊
つ
た
書
翰
（
∩
毬
。
。
7

器
錺
》
蕊
四
H
×
．
し
。
・
轟
○
轟
）
よ
り
も
先
だ
つ
こ
ざ
一
年
掌
、
前
飾
に
逃
べ
た
一
七
入
七
年
十
二
月
同
じ
人

に
邊
つ
た
書
翰
に
去
て
、
己
に
趣
味
撹
鋼
の
内
容
こ
し
て
新
に
狡
見
せ
る
戚
情
の
ア
プ
ソ
オ
リ
を

睨
に
す
る
企
圖
を
告
げ
て
居
る
所
か
ら
槻
れ
ば
、
彼
が
美
を
自
然
特
殊
化
の
形
式
的
合
目
胃
性
こ

の
比
論
に
於
て
考
へ
る
前
に
．
己
に
前
者
の
先
験
原
理
を
美
的
照
照
に
認
る
認
識
能
力
の
発
析
に

由
っ
て
嚢
屈
し
て
居
た
も
の
こ
推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
ヅ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が

解
し
た
如
く
、
更
に
父
系
的
の
考
察
が
カ
メ
ト
を
導
い
て
斯
か
る
美
の
先
駿
的
根
糠
を
反
省
的
割

断
力
に
嵩
せ
し
め
、
而
し
て
そ
れ
が
同
時
に
認
識
の
頷
域
に
於
て
、
限
定
的
割
断
力
の
構
能
の
及
ば

ざ
る
威
に
、
自
然
特
殊
化
の
合
冒
酌
性
を
解
す
る
能
力
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
ご
槻
る
の
が
、
カ
ン
ト

の
思
想
獲
達
に
適
合
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
／
艶
コ
紆
げ
碧
P
篶
日
計
凶
ひ
雲
σ
q
N
轟
囚
二
9
¢
・
》
一
＾
銭
。
［
田
舞
霧
σ
q
・

＜
・
り
。
・
緊
。
。
℃
炉
爾
カ
ン
ト
の
美
學
思
想
の
登
達
に
間
し
て
本
誌
第
六
號
所
載
深
田
博
士
「
カ
ン
ト

の
『
剣
闘
力
批
判
』
に
就
い
て
」
及
び
大
西
學
士
「
カ
ン
ト
『
判
断
力
言
論
』
の
成
立
に
開
す
る
考
察
」
『
思

想
』
第
三
十
號
以
下
察
照
）
。
と
に
か
く
前
に
も
逃
べ
た
如
く
、
カ
ン
ト
の
目
鹸
論
が
種
々
の
時
代
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に
種
々
の
動
機
か
ら
狡
達
し
た
思
想
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
．
其
論
理
的
膿
系

化
に
於
て
演
ず
る
細
粒
が
、
直
ち
に
各
部
の
思
想
の
、
カ
ン
ト
の
世
界
槻
全
禮
に
野
す
る
意
義
ご
關

係
ご
を
決
定
す
る
も
の
か
ご
う
か
は
大
き
な
問
題
で
な
け
れ
は
な
ら
訟
。
事
實
カ
ン
ト
は
自
然

特
殊
化
の
形
式
夢
合
胃
的
性
を
以
て
第
一
帯
鋼
ご
第
三
批
鋼
こ
の
媒
介
ご
し
、
之
を
以
て
目
的
論

に
入
る
端
緒
こ
し
て
は
居
る
け
れ
ご
も
、
之
に
就
い
て
説
く
の
は
軍
に
序
論
に
於
て
の
み
で
あ
っ

て
、
目
的
論
的
鋼
断
事
々
鋼
の
主
部
た
る
分
析
論
に
填
て
は
少
し
も
之
に
翻
れ
る
所
が
無
い
。
　
此

黙
か
ら
見
て
、
プ
フ
フ
ン
ク
ー
へ
が
形
式
的
合
目
的
性
の
問
題
は
カ
ン
ト
目
的
論
の
重
心
を
な
す

も
の
で
な
く
、
軍
に
そ
の
出
嚢
勲
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
こ
ご
を
強
調
し
淀
の
は
肯
肇
に
嘗
っ
て
居

る
こ
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
（
団
簿
¢
乱
毎
。
｝
同
ρ
じ
窪
N
を
①
o
搾
び
。
σ
q
白
映
ぴ
虫
丙
p
コ
戸
潟
窪
田
ω
ε
隻
o
P
ノ
さ
周
・
ω
●
雛
）
Q
カ

ン
ト
哲
學
の
精
帥
か
ら
而
て
最
も
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
の
は
唐
輪
の
實
質
的
合
目
的
牲
殊

に
爵
然
の
全
膿
に
諭
す
る
必
然
ざ
夏
鳥
こ
の
結
合
こ
し
て
の
自
畳
職
合
目
的
性
で
あ
る
。
こ
れ

が
カ
ン
ト
の
理
想
主
義
的
世
盛
槻
に
謝
し
て
最
後
の
完
成
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
駄
は
次
に

有
機
膿
に
特
有
な
る
内
面
的
合
目
的
性
の
問
題
を
論
ず
る
に
際
し
、
そ
れ
ご
形
式
的
合
目
的
性
こ

の
關
係
如
何
こ
い
ふ
襲
に
提
寓
し
た
間
題
を
考
へ
、
そ
れ
に
由
っ
て
最
後
の
面
諭
全
曲
に
闇
す
る

實
質
的
合
目
的
性
の
問
題
を
説
く
準
備
に
し
た
い
ピ
思
ふ
。
　
　
「
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
．
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